













































上記の目的を踏まえ、保育内容（表現・造形）では、2 年生 36 名を対象に 15 回における授業を下
記のように取り組んでいった。 
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じんだ形から何を作り出せるか擬似を考えることにも繋げられると思った。 
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田村山では、１５回の授業のスタートにふさわしく学生たちは嬉々と取り組んだが、絵の具や画用
紙などを目の前にすると途端に「何するの？」と不安がり苦手意識を訴える学生も多くいた。まずは
この取り組む前の苦手意識を取り払いたいと、材料を絵筆や画用紙からローラーや新聞紙に替え、自
由に伸び伸び遊ぶことを楽しんだ。遊ぶ＝楽しい、表現は楽しい行為だという事を出来上がりの作品
ばかりに気をとられず、学生自身が作る過程を楽しむことで得るものも大きいだろうと考えた。学生
の自由記述のなかにも、「描くのは苦手だけど偶然にできた形をたのしめた。」「今まで形ばかりを気
にしすぎていて自由に楽しむことができなかった」等新たな課題を見つけた学生もいた。また、授業
の中で自分が表現するだけではなく、園児に対してどのような指導を行えばよいのかを、学生自身に
考えさせグループで話し合う機会をもつことによって、学生自身の意識も変わってきた。「これなら
簡単で楽しくて子どもたちはきっと喜ぶだろう。」「手先を使うことで小学校につながる」「苦手そう
な子どもには傍について見守ってあげるとよい」など自分が体験することで子どもの立場に立った発
言が多く聞かれた。秋学期の後半就職もほぼ決まってくると、「楽しかったから、材料を○○に変え
ると乳児でもできるかもしれないのでやってみたい」「園でする時こうしたらいいんだとすごく考え
て取り組めた」等、多くの学生が保育者としてどう取り組みたいかという前向きな姿勢を見せてくれ
た。 
しかし、出来上がりの作品を十分なスペースがとれず展示できなかったり、個々の力量を考慮する
ことなく進めることで、集団の力と個人の力がバランスよく出せる協同作品になっていなかった。今
後は、集団の力と個人の力をさらに発揮してお互いを刺激し合いながら、保育者になったときの視点
も獲得できるような授業にしたい。 
子どもたちが毎日の生活の中で様々な表現を楽しんでいるように、学生たちもこの実践授業のアー
トの世界を楽しんだ記憶が体の中に蓄えられ、遊びや生活の中で現れ保育の世界を豊かにしてくれる
ことを願う。 
子ども学科・准教授 
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